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選挙運動用ポスター作成業務委託契約書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　発注者　氏　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　氏　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者
　上記当事者間において、選挙運動用ポスター作成業務の委託のため、次のとおり契約を締結した。

（委託業務）

第１条　発注者は、次に掲げる業務（以下「委託業務」という。）の実施を受注者に委託し、受注者は、これを受託した。
　業　　務　　名　　選挙運動用ポスター作成業務

　業　務　内　容　　発注者の示した選挙運動用ポスターを作成すること。

（履行期限）

第２条　委託業務の履行期限は、令和　　年　　月　　日とする。

（委託料）

第３条　委託料は、金　　　　　円（消費税額及び地方消費税額　　　　　円を含む）とする。

（権利の譲渡等の制限）

第４条　受注者は、この契約によって生ずる権利又は義務を譲渡し、又は引き受けさせてはならない。ただし、あらかじめ書面により発注者の承認を得た場合は、この限りではない。

（再委託等の制限）

第５条　受注者は、委託業務の全部又は一部を委託し、又は請け負わせてはならない。

　ただし、あらかじめ書面により発注者の承認を得た場合は、この限りではない。

（成果品の検査等）

第６条　受注者は、委託業務を終了した場合は、速やかに成果品を発注者に提出し、その検査を受けなければならない。
２　発注者は、前項の検査の結果、合格と認めた場合は、その旨を受注者に通知するものとする。

３　第１項の検査に合格しなかった場合は、受注者は、発注者の指定する期日までに成果品を補正した上、発注者の再検査を受けなければならない。

４　第１項及び第２項の規定は、前項の再検査について準用する。

（所有権の移転時期）

第７条　成果品の所有権は、前条の検査に合格した時、発注者に移転するものとする。
（委託料の支払）

第８条　受注者は、委託業務に係る選挙の選挙期日後、委託料を請求できるものとし、その請求の相手方及び支払額は、次のとおりとする。

　①　青森市議会議員及び青森市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例（以下「条例」という。）第２条ただし書の規定する要件（供託物の没収とならない場合）に該当し、かつ条例第５条の規定による公費負担の限度額（１枚当たり1,194円、511枚で総額610,134円消費税相当額を含む。）以内である場合は、委託料の全額を青森市に請求するものとし、限度額以上である場合は、当該限度額を超える委託料については、発注者に請求するものとする。
　②　条例第２条ただし書の規定する要件に該当しない場合は、委託料の全額を発注者に請求するものとする。
２　青森市に委託料を請求するときは、青森市所定の請求書にポスター作成証明書を添付するものとする。

３　青森市又は発注者は、第１項の請求があった日から３０日以内に、委託料を受注者に支払うものとする。

（契約の解除）

第９条　発注者は、受注者が次の各号の一に該当する場合は、この契約を解除することができる。

　①　その責めに帰する理由により委託業務を実施しなかったとき、又は実施する見込みがないと明らかに認められるとき。

　②　第４条又は第５条の規定に違反したとき。

２　発注者は、前項の規定によりこの契約を解除した場合において、既納部分があるときは、当該既納部分に相当する額を委託料として、受注者に支払うものとする。
（違約金）

第10条　発注者は、前条第１項の規定によりこの契約を解除した場合は、解除した部分に係る委託料の１０分の１に相当する額を違約金として受注者から徴収する。

（損害賠償）

第11条　発注者は、第９条第１項の規定によりこの契約を解除した場合において、前条の違約金の額を超えた金額の損害が生じたときは、当該違約金のほか、この超えた金額を損害賠償として受注者から徴収する。

（協議事項）

第12条　この契約書に定めのない事項又は疑義の生じた事項については、発注者と受注者が協議して定めるものとする。

　上記契約の締結を証するため、この契約書を２通作成し、発注者と受注者が記名押印の上、各自その１通を保有するものとする。

　　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　発注者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　受注者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
収入印紙











